
ロードマップ

昔は という名前だった。けっこう⽼舗。

のサイドチェーン
のマイナーはそのまま チェーンのマイナーになることができる

マージドマイニング という
チェーンと チェーンの難易度では チェーンの⽅が低いの

で、 チェーンのマイニング計算途中で チェーンの条件だけ満たすパ
ターンがある。そういうのを横流しして よりも承認時間が短くできているよ
うだ。

マイナーにとっては追加収⼊になる
チェーンと する

ネイティブのトークンは



を担保としてロックし、 に連動したステーブルアセットを発⾏することがで
きる。

と は
なので になる

メンバーの で管理するなど、 にけっこう似ている︖
による⽐較

互換

ブリッジ
が管理している

機関 から成る
つまり、現在は独⾃のブリッジを持たない。

は他にも⽅式があるので、ここでは が採⽤している ⽅式を
説明する。

ブロックのハッシュ作業を ブロックの としても利⽤する
マイナーは のマイニングをしていればよいが、その途中経過を ⽤のアプリ
に通知する

側で承認される必要はない。 で採⽤できる が緩いと思えば良
い。

側には の情報は残らない
のブロックには 構造が⼊っていて、その時の ブロックヘッダー

全体や、 ツリー情報の⼦ノードに ブロックハッシュを組み込
んだりする

のブロック⽣成は短いので、 の同じブロックマイニングに対して複数の
ブロックがぶら下がる感じになる



したら⻑い⽅が勝つ
運営者以外もマイナーになることはできる

年 レポート

まとめ
ネガティブな状況として「ユーザー活動の減少」
⼿数料削減によるノイズ除去
クロスチェーン流動性の分散
市場全体の活動沈静化
アプリ・ の相対的な弱さ

どこでもそうだが、ベースが動き始めるとアプリが決め⼿になる。

（ ）の統⼀流動性ネットワークである が、ビットコインの レイヤーであ
る 上で稼働を開始した。
オムニチェーン対応ステーブルコイン「 」、ビットコイン ルートストックに対応へ
（あたらしい経済） ニュース

とは何ですか

という をベースにしたプロジェクトの⽴ち上げと 年以内の完成を目標としている
との発表だったので、これを描いている 年 ⽉には何か進展が⾒られるのかもしれない。
想像している使われ⽅
スマートコントラクトや検証の技術として使う

⾒ると、ブリッジのページがあった。
当初は は とは別のものとして進んでいたように思うが、結局 の
ブリッジになったようだ。

年 にメインネットリリース予定。



ユーザが何らかのアドレス たぶんスクリプト のアドレスに を送⾦
や 形式の送⾦証明を作成。 がこれを提出して

チェーン上で検証可能にする。
上で対応する を

ユーザは を ⽤アドレスに送⾦
が提出した証明に基づき対応する をアンロックして返却


